
注目企業分析

○全国展開を目指して新規出店続く「レオハウス」の事業戦略
○ストレージビジネスのリーディング企業「エリアリンク」の事業戦略
○新住まいづくりシステムとエリア深耕で経営基盤強化に取り組む「細田工務店」
○「バイ・コンセプト」によるドミナント戦略強化で回復軌道に乗る「細田工務店」
○木質建材と住設器機との新しい空間提案でブランド構築をはかる「ウッドワン」
の動向
○事業ミックスによる新たな成長ステージを目指す「桧家住宅」の事業戦略
○環境対応型建材の高付加価値セット提案ソリューションや海外事業の展開によ
り利益成長図る「パナソニック電工」の動向
○東西の大都市圏に特化したプレミアム路線で差別化を図る「三菱地所ホーム」
○原点回帰で回復軌道に乗る「東栄住宅」の事業戦略
○次のステージに向けて事業基盤強化に取組む「トーセイ」の事業戦略
○環境配慮型住宅「グリーンファースト」の積極的販売により、新しい需要を創造
する「積水ハウス」の動向
○新築事業とストック事業の2本柱で経営基盤を強化する「大成建設ハウジング」
○バランスのとれた事業構造に舵を切り、再スタートした「サンフロンティア不動
産」

2010年　掲載内容一覧　<住宅、不動産ビジネス、建材、設備機器・工事等>

住宅、不動産ビジネス関連

○住宅着工の中期的見通し
　～人口動態の変化から住宅需要を予測する
○戸建て住宅市場の動向
　～市場環境の変化と商品開発のトレンド
○エコ住宅の新しい潮流
　～健康住宅及び長期優良住宅の方向性
○高齢者住宅の市場動向
　～市場環境の変化と住宅需要の方向性
○有料老人ホームの市場動向～住宅・施設を問わ
ず増加する高齢者の住まい
○2010年総合住宅展示場実態調査
　～総合住宅展示場数351ヶ所（16ヶ所減）、出展
　　棟数4,187棟（156棟減）　　　総合住宅展示場
　　数は微減、出展棟数は減少傾向へ
○住宅リフォーム市場の動向
　～時代の流れは「新築からリフォームへ」
　～注目されるマンションリフォーム、
　　太陽光発電リフォーム
　～09年度リフォーム事業者業績動向、中期戦略と
　　　今後の課題
○好転する住宅リフォーム市場　～2010年第一四半
期（1～3月） 4年ぶり前期増
○2010年上半期の住宅リフォーム市場　～2010年
第二四半期（4～6月）も前年同期比7.0％増
○好調続く住宅リフォーム市場　～2010年第３四半
期（7～9月）前年同期比17.2％増
○ビルリニューアル市場の最新動向と市場規模動向
　～2008年度は比較的堅調だったが、2009年度は
　　減収が確実！？
○ビルオーナーにみるビルリニューアル実施動向
○ビル管理市場の近況
　～市場概況と有力事業者の事業実態
○ビル管理事業者の事業実態2009
　～2008年度のビル管理の事業展開の方向性
○ビル管理市場の短期需要見通し
○マンション管理市場の動向
　～今後の戦略はリプレース強化とＭ＆Ａ～
○マンション管理事業者の動向
　～リプレース戦略及び成長戦略はいかに
○賃貸仲介店舗数調査
　～拡大が進む不動産流通ネットワーク
○収納ビジネス市場
　～トランクルーム／文書保管・文書管理市場
　～レンタル収納／コンテナ収納市場
　～収納サービスに関するアンケート調査

建材関連

○新春特集：2010年の建材市場を展望する　～
2010年どうなる各種建材の市場予測
○ペット対応など高付加価値化に加え、国産材・植
林木活用により注目される複合フローリング市場
○「塩ビ床材」の動向　～競合メーカー多く建材業
界屈指の激戦区、高付加価値化進むものの、コスト
ダウン圧力増加
○生産設備の見直しなど不況下での経営体質強化
へむかう「ＡＬＣ」市場動向
○「ガラス」市場　～住宅エコポイント効果に期待、
環境配慮に伴う高付加価値化への需要を喚起
○「窯業系サイディング」の動向　～既存市場にお
ける高付加価値化による需要の掘り起こしとリフォー
ムや非住宅、海外市場など成長分野も模索
○「金属系サイディング」の動向　～ガリバリウム鋼板
が主流になり、高付加価値塗装・防汚・深絞り・スパ
ンタイプに特徴発揮
○「新生瓦」の動向～リフォーム向け専用商品と高
付加価値化に活路を見出す
○厚手化の推進・使用部位の拡大・吸着や調質な
ど新ニーズ開拓により使用量増大図る石膏ボードの
市場動向
○「タイル」の市場動向～職人の高齢化やニーズの
変化により市場は縮小傾向、他建材との複合化や
新機能付加により新たな発展へ
○「木質ボード」の市場動向　～エコ建材として追い
風環境にあるものの、主要需要先である住宅市場の
長期的低迷が懸念
○国産材活用で環境対応型浸透迫る「原木・製材」
市場動向
○ハイブリッドビームの拡販で環境配慮による国内
木材業界への振興はかる「中国木材」の動向
○「集成材」市場～CO2削減に伴う木材利用推進に
伴い大型建築向けへの需要用途拡大に期待
○日本市場で急増する低圧メラミン床材　～海外で
普及している床材の日本市場における可能性
○マイナス成長で国産品へシフトする合板市場
○市場ニーズの変化により新しい提案が求められる
ブラインド・スクリーンの市場動向
○輸入品が市場に影響、事業構造の変化を迫られ
るカーテンの市場動向
○値下げ圧力が強まる中、需要の底上げとなるイン
パクトに期待、壁紙の市場動向
○厳しい市場環境受け、新たな業界再編の動き見
せるカーペットの市場動向

設備機器・設備工事関連

○鋼製物置市場の最新動向　～2009年度の市場規
模は前年度比93.2％の345億円
○門扉・フェンス市場の最新動向　～2009年度の市
場規模は前年度比88.6％の780億円
○カーポート市場の最新動向　～2009年度の市場
規模は、前年度比93.8％の305億円
○バルコニー・テラス市場の最新動向　～2009年度
の市場規模は、前年度比93.8％の305億円
○照明器具市場の市場規模動向　～2009年は景気
後退の影響により2ケタの減少見込み
○電球類市場の市場規模動向　～2009年は景気後
退の影響により3年ぶりに減少
○ＬＥＤ照明市場の動向　～2009年、注目度の高ま
りとともに市場も飛躍的に拡大
○照明総市場の市場規模動向　～景気悪化の影響
を受け、市場は3年ぶりに減少にシフト
○環境問題を背景に急速に普及・浸透する「住宅用
太陽光発電システム」の市場動向
○温水式床暖房普及率高まり厳しさ増すが電気式
は普及の余地多く微増傾向にある「床暖房」の動向
○ホームセキュリティサービス市場の最新動向　～防
犯意識の高まりにより、右肩上がりの堅調な推移
○太陽熱温水器市場の最新動向　～経済性・エネ
ルギー効率の高さから再び注目を集める
○家庭用給湯器市場の動向
　　・ガス給湯器市場の動向　～高機能タイプ・環境
　　　配慮タイプへのシフトが加速
　　・電気式・石油式給湯器市場の動向　～新設
　　　住宅着工戸数の落ち込みにより、エコキュート
　　　の出荷台数も減少に
○浄水器・整水器市場の動向
　　～2009年度の市場規模は412億円
○空調衛生設備業者の事業実態2009
　　～2008年度の業績動向と事業実態
○配管バルブ市場動向　～市場総括

○マンション再生事業をコアに戸建分譲分野に進出した「エー・ディー・ワー
クス」の事業展開
○1兆円企業を目指す「タマホーム」の事業戦略
○「住友林業」　海外を活用した新市場開拓と垂直型多角化により住宅産業
の閉塞感を打開していく役割に期待
○「大和ハウス工業」　既存事業の収益力向上とともに海外やエネルギーなど
新分野への開拓図る
○「東日本ハウス」　住宅事業の充実により収益体質構築、新規事業展開に
よる成長戦略描く
○エコ＆セーフティをコンセプトに総合住生活企業を目指す「三洋ホームズ」
○株式上場を果たし、全国シェア10％を目指す「一建設」の事業戦略
○リノベーション市場のトップ企業順調に回復軌道に乗る「インテリックス」
○ストックビジネスに軸足を移し、構造改善を図る「レオパレス21」
○栃木県№1ビルダーをキープする「トヨタウッドユーホーム」の事業展開
○独自の賃貸経営受託システムでシェア伸長を目指す「大東建託」
○創業以来17期連続で最高益を更新する「三栄建築設計」の事業展開
○事業領域を広げ、成長路線を歩む「THEグローバル社」の事業展開
○ゼネコンとしての技術力を活かして自社展開も視野に入れる「東急建設・住
宅事業部」
○地元密着で安定した事業を展開する「ポラスグループ」の事業展開

業界代表が語る2010年の課題
と展望～    住宅・建材、紙・パ
ルプ、化学、エレクトロニクス
他

ヤノ・レポートは、昭和３７年の創刊以来、住宅・建材・不動産ビジネス、紙パルプ・化学分野を中心に幅広い視
点と深い分析で、各分野の最新状況をレポートいたしております。

※2010年の掲載内容例です。



2010年　掲載内容一覧　<紙・パルプ、紙製品、印刷、化学、エレクトロニクス、その他>

紙製品、印刷、その他

注目カテゴリ別のオンデマンド印刷市場の分析
○データプリントサービスの市場分析
　～オンデマンド印刷分野の最大市場、新たな
　　ステップを踏み出せるか
○出版印刷分野の市場分析
　～学習教材、オンデマンド出版、自費出版におけ
　　る活用状況
○バリアブルＤＭの実態と方向性
　～大手で実績増加、追う中堅上位、新市場は
　　拡大するのか

○印刷企業の設備投資に関する意識調査
　～3年以内に約5割の印刷企業が設備投資に意欲
　　あり、ただし投資額は低下
○印刷需要分野別の動向
　～出版印刷・商業印刷
　～証券・カード印刷、事務用印刷、特殊印刷
○ＣＴＰプレートセッター市場の現状と展望
　～国内はリプレイス需要中心、BRICsを中心とした
　　新興国には成長の余地あり
○ＪＤＦワークフローの現状
　～生産効率化は業界の課題、ボトルネックの解消
　　にメーカーの提案進む

○広告減でビジネスモデル転換を迫られる新聞用
紙・新聞社の動向
　Ⅰ．製紙メーカー編／　Ⅱ．新聞社編

○リライタブルペーパーの市場動向
　～主力のポイントカードは減少も、ＩＤカード、ＦＲＩ
Ｄに明るさ
　～リコー先行、ＩＤカードに強い三菱製紙が追い上
げる展開

○積層板原紙
　～一貫メーカーの台頭著しく、日本勢はシェア
　　ダウン

○紙製品業界
　～2008年度の紙製品市場は微増も2009年度は
　　一転マイナスへ
○紙器業界
　～景気後退により贈答市場向け等で大幅減、
　　　食品分野向けは底堅く推移
　～低価格化指向継続、エコポイント関連等
　　　一部需要では動きも
○紙カップ（コップ）市場の展望
○液体カートン・パック市場の展望

○文具市場研究
成熟市場の中で商品構成変化が進む「のり市場」
～「のり市場」全体が頭打ちの中で、「テープのり」が
成長を続ける

化学、エレクトロニクス関連

バイオプラスチック市場の現状と展望
○昭和電工　　～農業用マルチは順調な滑り出し、
樹脂販売は世界市場を見据えた戦略へ
○ＢＡＳＦ、ノバモント　　～欧州での実績を強み
に、生分解・植物由来の両面から日本市場を開拓
○ネイチャーワークス　　～日本市場は特定用途に
偏った成長、ポリ乳酸事業の競争力保てるか
○帝人、浙江海正生物材料股ｲ分　　～特殊用
途、汎用用途のそれぞれでポリ乳酸市場を新規開
拓
○花王、東洋紡　　～高機能ポリ乳酸を開発、高付
加価値用途で市場を開拓
○三菱化学、三井化学　　～多様な切り口からバイ
オプラスチック市場の開拓に取り組む
○ブラスケム、クレハ　　～バイオＰＥとＰＧＡ、バイオ
プラ市場に新しい風を呼び込むか

製紙用薬品の動向
○バインダー薬品
　～薄物化の追い風も製紙メーカーの減産を受けて
　　需要は大幅減
○サイズ剤
　～外添化と減産の影響で減少幅拡大
○情報用紙薬品
　～景気後退の影響を色濃く反映、海外需要開拓
　　が今後のカギ
○コーティング顔料・填料
　～コストダウン・高白志向で炭カルリッチ継続

エレクトロニクス関連
○ＥＭＣ対策とシールド材料の市場
　～導電性樹脂､マグネシウム合金､フィルム･シート､
　　繊維､テープ､ガスケット

○放熱材料の市場動向
　～電子機器に求められる放熱（有機無機材料）
　　材料の多様化

○マーキング・グラフィックフィルム市場

紙・パルプ関連

○製紙メーカー2009年度決算状況
　～洋紙減販で大幅な減収も、原燃料価格下落で
　　利益拡大へ

紙パルプメーカーの研究開発部門
○日本製紙・研究開発本部　～国内紙事業ダウン
サイジングに向けて、変革推進
○三菱製紙・研究開発部門　～技術融合による新
製品開発を武器に独自の成長路線を歩む
○北越紀州製紙・研究開発部門　～N9マシンの能
力最大化支援と国際競争力の強化を目指す
○大王製紙・研究開発部門　～顧客の声から新商
品を開発、エンドユーザー回りが競争力の源泉
○中越パルプ工業・研究開発部門　～グループ総
力をあげカスタマーバリュー製品の開発目指す

紙パルプ注目品種シリーズ
○一般上質紙　～需要減少強まる中、保険法改正
等特需要因に期待
○感熱紙　～用途拡大期待も世界景気低迷で各分
野軒並みマイナス
○フォーム用紙　～景気悪化とペーパーレスの影響
受ける
○高級白板紙　～景気後退による落ち込みを受け
て、新需要分野開拓へ注力
○ノーカーボン紙　～構造的要因に景気低迷も加
わり減少傾向強まる

主要洋紙メーカー・商社による海外市場開拓の現
状と展望
○内需頼みの戦略に限界、成長の源泉を海外に求
める　～微塗工紙、コート紙、軽量コート紙は本格的
な拡大期へ
○王子製紙 国際営業推進本部　　～現地生産・販
売体制の構築を軸に、東アジア市場の開拓に挑む
○日本製紙 海外販売本部　～豪州でＡＰ社を買
収、薄物コート紙の輸出はさらに拡大へ
○大王製紙 輸出部　　～規模拡大を追わず、輸出
による安定収益の確保を目指す
○北越紀州製紙 営業企画部　～内需頼みの成長
戦略から転換、生産キャパの約20％を海外で安定
販売へ
○丸紅 印刷用紙部　～塗工紙の輸出は拡大傾
向、世界各地の販売拠点を活用して顧客を開拓
○中長期展望に立ち、内需偏重の事業構造を転換
へ　　～環太平洋商圏の取り込みが、持続的成長の
カギを握る

アジア市場で成長戦略を描く古紙商社の動向
○住商紙パルプ・製紙原料本部　～自前調達リスク
の顕在化に配慮しつつ、仕入体制の拡充に努める
○丸紅ペーパーリサイクル㈱　　～榮成紙業の本
格稼動で輸出は安定拡大見込むが、海外古紙回
収事業は転換点

　◆お問い合わせ
　　　　　株式会社矢野経済研究所　営業本部 　カスタマーセンター
　　　　　〒164-8620　東京都中野区本町2-46-2中野坂上セントラルビル
　　　　　TEL：03-5371-6901　　FAX：03-5371-6970　　E-Mail:customer@yano.co.jp

　見本誌ご希望の方は→http://www.yano.co.jp/yanoreport/　　　　にアクセスしてください。
　ご購読お申し込みもこちらです→http://www.yano.co.jp/yanoreport/

　◆発刊要領

　・資料体裁：Ｂ５版 約８０ページ
　・発刊頻度：月２回発刊（年２２回）
　・販売価格：80,000円(税別)（1ヵ年)

※2010年の掲載内容例です。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




